
No 分類 質問 回答 備考・関連No

1 気候変動
マネジメントシステム規格　気候変動の追補版に伴い、気候変動の詳細を
もう少し分かりやすくお教えてください。

気候変動につきましては、例えば、国立環境研究所のwebサイトに「気候変動と
適応」等の紹介があります。
具体的には、気温の上昇、海水温の上昇、降水量の増加が該当します。
これは地球温暖化がもたらしています。
日ごろの貴社の取り組みの中で、この温暖化への対応に関連する活動がないか整
理してみてください。
省エネ、省エネ機器の導入、工期の短縮、アイドリングストップ、歩留まりの向上、
熱中症への対応、エコカーの使用、昼休みの消灯等々が考えられます。

トップインタビューや管理責任者様へのインタビューの際にご紹介ください。
また、該当するものがあれば、審査の際に審査員へ回答ください。

2 気候変動 気候変動が関連する課題かどうかを決定するプロセスをシステムに組み込む必要は
ありますか。

そこまでのご対応は必要ありません。
気候変動を自社の活動に何某か織り込んでいるか整理してください。

3 付属書SL 付属書SLのみ追補版が発行されるのでしょうか。
また、日本語版としての発行版はどちらに問い合わせすればよいでしょうか。

日本規格協会が日本語訳に対応しています。
そちらをご確認ください。
追補に関する内容は弊社からのメールにある内容が全文となります。

ダウンロードはJSAサイトで可能で
す
https://www.jsa.or.jp/support/

4 MS
既存のマネジメントシステム規格への追補が国際標準化機構（ISO）より2024
年2月23日に一斉に発行されたということは、既にそのようなシステムで動いていな
いといけないということになるのでしょうか。

日本の認定機関であるJAB及びISMS-ACより4月1～2日に対応の必要性が発
表され、JCQAの対応を4月15日付けで公表いたしました。
従前から受審組織様で取り組まれてきた気候変動に関わる活動の有無を整理し
てください。
省エネ、省資源、歩留まりの向上等々が該当してくると考えられます。

規格の変更は日本規格協会から登録す
れば対訳版が無料で入手できます。

5 MS
気候変動に関する追補のためISO14001が該当すると思われますが、
ISO14001の審査の中でのみヒヤリングされるのでしょか。

付属書ＳＬへ追記されたことにより、全ＭＳの規格に気候変動が組織に関係する
課題かどうかを決定することが追記されました。また関連する利害関係者は、気候
変動に関する要求事項をもつ可能性があることも追記されました。

上記への取組み過程を各MSの審査で確認しますので、現状をお答えください。

6 MS 今回の気候変動については、環境のISO14001認証取得していない企業も対象
となりますか。

今回の追補は全てのMSに共通のものです。
例えば、ISO9001も該当しますが、コストダウンの一環活動など該当するものを
お答え頂けると考えます。

7 QMS JIS　品質マネジメントシステム 要求事項　JIS　Q9001：2015　版は
改正されないとの認識でよろしいでしょうか。

JIS化が遅れているだけで、既にISO9001に追補されたので改正されたことになり
ます。JISが発行されるまでは、ISOの対訳が暫定の改正版として使用されます。
JISは2024年内には、改正される見込みです。

8 QMS
マネジメントシステム規格　気候変動の追補版の発行にあたり、規格変更内容を
品質マニュアルへ反映させる必要はありますか。

規格4.1、4.2には文書化の要求はなく、品質マニュアルの改訂は必須ではありま
せん。

現状に鑑み、気候変動に関連した取り組みがあれば整理しておいてください。
輸送ルートの最適化、待機時間の短縮、熱中症対策等々何某か関連する活動
があるのではないかと考えます。

審査員からのインタビューにはその旨でご回答いただければ問題ありません。
仮に、現在、具体的な取り組みがなくても、これから取り組む方向でご検討いただく
ことで問題ありません。

9 EMS
ISO14001：2015に「組織は、気候変動が関連する課題かどうかを決定しなけ
ればならない」が追補されたということでしょうか？
また、JISＱ14001も追補されるのでしょうか？

その通りです。
JIS化はまだされていません。

FAQ　７をご確認ください。

10 EMS
環境マニュアル、4.1項　4.2項の、改定をした方が良いでしょうか。
環境方針の改定は必要ですか。
リスクと機会一覧表も気候変動の内容を盛り込み変更した方が良いでしょうか。

環境マニュアルの改訂までの必要はありません。
環境方針までの改訂は必要ありません。
リスクと機会一覧表への盛り込みも必要ありませんが、既に気候変動への取り組み
があるのであれば、織り込んでいただいても構いません。

FAQ　8をご確認ください。

11 説明会 今回の規格変更に対する説明会等の実施予定はありますか。 本件に関して規格説明会等の予定は現時点ありません。

12 維持審査

審査日程おいて、通常、「更新審査」の場合はトップインタビューの時間が設定され
ていますが、「維持審査」の場合はトップインタビューの時間は設定されていません。
審査日程に追加されるのでしょうか。
或いは、管理責任者のところで確認される程度でしょうか

維持審査であれば、トップインタビューは追補のために設定しません。

管理責任者様にMS運用全般について伺う際に確認を行います。
5月以降の審査では、気候変動に対してどのように取り組み、対応されるかなど
お伺いします。


